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スタンダールの庭
山下誠
Ｉ 
「レナール夫人は，男の眼のとどかぬところでは，いつもきまってそうな
のだが，きびきびとした優雅な身のこなしで，庭に面した客間のフランス
窓をひらいて出ようとした，そのとき，まだ子供っぽさのぬけきらぬ－人
の年若い百姓ふうの男が，真青な，いま泣きやんだばかりの顔をして，門
口に立っているのを認めた(1)｡」
スタンダールの代表作のひとつ，小説『赤と黒』（1830刊行）は庭のしるし
の下に展開される。ヴェリエール町長レナール氏邸の庭の紹介で幕は上がり，
恋の物語の冒頭でも，主人公ジュリアソの姿は庭と結びつけられている。上の
引用は家庭教師としてレナール邸を初めて訪れたジュリアンを描く。第２部の
恋の舞台，パリのラ・モール侯爵邸に秘書になるべく初めてやってきたジュリ
アソも，まず中庭で立ちつくすだろう(2)(3)。
本論はこの小説『赤と黒』の庭について，次のような視点から論じるもので
ある。第一に「庭」というテーマを設定し，これを解読分析の道具として用
い，『赤と黒』，さらにこの小説を通してスタンダールの世界を解明するという
純粋に文学的なテーマ批評は目指さない。あくまで重心は「庭」仁って，その
他の要素はすべてこの小説の庭の姿，機能，意味作用の探索のために従属させ
られる。この小説を通してひとつの庭の有り方が浮かびあがる。
しかしながら，この庭は『赤と黒』から分離されることはない。すなわち第
二に，文学作品中の事象を文明論展開のためのデータとして扱いはしない。こ
こでも小説の背景にある19世紀前半におけるフランスの現実の庭の状況の把握
が大きな比重を持つが，それは恐らく文学作品を通しての象理解しうる庭の姿
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を，より鮮やかに描出するためである。文学作品はある時代の支配的な文化の
表層には現われない，いわば文化の無意識層を虚構世界に浮上させるものだか
らである。
Ⅱ 
庭のしるしの下にある作品においては当然，「庭｣(いという言葉の出現頻度は
高くなる。いくつかの主要小説での単語「庭」の単純使用頻度は次のようにな
る(5)。長編では『赤と黒』，481ページ中，７７回（約６ページに１回)，『リュ
シアソ・ルーヴエン』，624ページ中，２２回（28ページ)，『ペルムの僧院』，４７３
ページ中，１５回（32ページ)。その他『アルマンス』，167ページ中，１６回（１０
ページ)，『カストロの尼』，９２ページ中，４７回（２ページ)。『カスト■の尼』
を除けば『赤と黒』の頻度は極めて闘い。しかし，何も起こらなくても「庭の
ある屋敷」とか「庭を通り……」といった表現が繰り返されたり，あるいは
『カストロの尼』の場合のように，修道院に幽閉された恋人を奪回するためそ
の庭から侵入するといった主要な事件が描かれれば，頻度は単純に上がる。そ
こでいくつの庭が物語の展開に密接に関連しているとゑなされるかという観点
からの考察も必要である。この観点では，例えば『赤と黒』には少なくとも，
10の庭が数えられる。一方，頻度の高い『カストロの尼』の場合は２つであ
る。詳細な比較をする余裕はここにはないが，『赤と黒』における庭の存在の
大きさはスタンダールの他の作品に勝り，この点特異であることはまず数量的
に確認されうるのである。
ゲーテの『親和力』の庭の建設やゾラの『ムーレ師のあやまち』の廃園など
のように，庭そのものが『赤と黒』の物語の主要構成要素をなしているわけで
はない。にもかかわらず，偉大なる心理学者スタンダールの作品中ｊこの作品
においての糸ひとつの背景的要素が特権的な地位を占めている。それは例え
ば，当時の庭の諸タイプを描出するというような趣味的なリアリズムに帰する
性質のものであろうか。作者の意図はどうであれ，上記のような頻度であらわ
れる庭は物語を養分としてひとつの意味作用を持つものにならざるを得ない。
強い存在感を持つ庭は『赤と黒』を同時代のフランスの小説中においても異
色の作品としている。『赤と黒』が発表された1830年前後，ゴーティエやサン
ドなどロマン派たちには，反自然である庭より感情移入された自然や田園風景
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の方が重要であった。ロマン派と一線を画するバルサックのこの時期の作品に
も『赤と黒』ほどの頻度，重要性をもって庭が現われることはない(`)。この例
外性こそが『赤と黒』の庭をスタンダールの世界の中だけではなく，同時代の
社会的コンテキストの中で考察することを要請し，またそれを意義づけるもの
なのである。なぜなら庭は，往来に沿って持ち運ばれる鋭敏な分析と批評の鏡
であるこの小説の中で舞台，すなわち枠組承を形成するが，その枠組承は通常
他の作品がその中で描かれる世界の枠であり，したがって『赤と黒』以外では
意識化されていない枠ぐ糸，世界の構造であるかもしれないからである。
IⅡ 
『赤と黒』の主要な舞台となるのはフランシュ・コンテの小都会ヴェリニー
ルと，ヴニルジー村，ブザンソン，そしてパリである。それぞれに庭があり，
散歩道や重要な意味を持つと見なされる中庭も勘定に入れると，既に述べたよ
うにその数は10に達する。ここでは物語世界の構成展開における重要度から６
つの庭を選び，まずそれらの形態的特徴を中心に第４章以降の分析のための予
備的な指摘をすることとする。
第１の庭：ヴェリエールの町長レナール氏邸の庭。
ドゥー川沿いの斜面の高象にある屋敷の宏大な庭は「幾段ものテラスになっ
てドゥー川の岸まで下っている｣(7)。第１部の冒頭と最終章という注目すべき
位置に現われるこの庭については，様式，樹木，草花や装飾物などにまったく
言及がなく，ただ工業家レナール氏の勢力の伸長と共に新たな地所が買収ざれ
ドゥー川に向かって庭が拡大していったことのみが強調されている。第４番目
のテラスが築かれた場所を占めていたのがジュリアソの父ソレル爺さんの製板
小屋であった．そして，恐らく上部のテラスから，「みごとな庭を－丈の深さ
で横切って流れている，両岸を石でたたんだ急流｣(3)がドゥー川に流れ込んで
いる。この急流を使って第１部最終章でジュリアンはレナール夫人の部屋に忍
び込むのである。
第２の庭：ヴェリエールの忠誠散歩道
第２章もレナール氏の名声をあげた，ル・ノートルの設計になるサンージェ
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ルマンニアンーレの庭園のテラスに匹敵するという，ドゥー川にのぞむ散歩道
の紹介に大半が費やされる。このテラスには「青味がかった美しい緑」の「み
ごとに成長したプラタナスの樹｣⑩)があり旅人を焼けつく陽からまもってくれ
るのであるが，これらのプラタナスは年に二回，野蛮にも「ぎりぎりいっぱい
丸坊主に近くなるまで刈り込｣uo)まれる。このくだりの散歩道の描写や町長の
方針の紹介は，スタンダールにイギリス式自然管理法への賛同をのべる機会を
与えると共に，レナール氏および地方小都会ヴヱリエールの住民たちの行動の
基準は功利にあって，この散歩道の建設の背景にあるのは決して美や自然への
愛ではなく，収益のもくる糸に過ぎないことを暴露するためにある。それはさ
らに，このような散歩道建設が第一帝政時代から世紀半ばまで，ほとんど流行
と言ってよりほどの高まりを見せたことを考えるならば，体制による公園行
政，すなわち庭園と自然の理解と扱いに対する鋭い批判とも言えよう。この散
歩道は後に論じる『赤と黒』の庭空間形成そのものに直接的に関与するもので
はないので，ここではもう少し物語の展開に関連する細部に言及しておきた
い。散歩道のくだりはレナール夫人とジュリアソの関係の伏線となっているの
である。美と自然への愛から，あるいは散策や語らいの楽し糸などへの理解か
ら作られたものではないレナール氏作の散歩道の散歩を夫人は楽しむことがで
きない。「重々しい夫の言葉に耳をかしながら，レナール夫人の眼は，たえず
気づかわしげに三人の男の子の挙動にそそがれていた。……｣('1〕これに対し，
田園に感嘆した夫人とジュリアソが力をあわせて散歩の楽しゑのために作った
ヴェルジーの並木道はもちろん逆である。二人は「子供たちといっしょに，果
樹園の中をかけまわったり，蝶をおいまわしたりして｣('2〕楽しい日とを送るだ
ろう。
第３の庭：ヴェルジー村の庭
第３番目に現われる田園の別荘の庭がジュリアソとレナール夫人の恋の主要
な舞台である。8)。「レナール氏は，春のよい季節になると早速ヴェルジーヘ届
を移した。……古いゴシック式の教会の実に美しい廃嘘から数百歩のところに
レナール氏は，四つの塔と，チュイルリー宮殿の庭園を模した庭と，沢山のツ
ゲの生垣と，年に二度刈り込染をするマロニエの並木路のある，古い宏荘な屋
敷をもっていた｡｣(M)建物から数歩のところに，その下で夕涼糸をするならわ
しになっている菩提樹の巨木がある。屋敷にはリンゴの樹の植えられた散歩
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場，そして上述の新しいクルミの樹灸の下をめぐる｡､路があり，その端まで行
くと「スイスやイタリアの湖水の最も美しい風景｣('6)に比肩する眺めが楽しめ
る断崖に出る。
家の近くにはフランス式整形庭園が残り，周辺に（これは儲けにはならない
自然にのびているクルミの木点の）散歩路や寺院の廃嘘や外国を思わせる風景
や断崖一すなわちイギリス風景庭園部分が広がる，これは当時のブルジョアの
ありふれた別荘の庭と思える。
しかしこの庭が無意味な単なる舞台ではないことを次の事実が示している。
この庭は明らかに２つの他の文学の庭を思い出しつつ構想されているのであ
る。ひとつはゲーテの『親和力』である。1810年２月の日記にこの作品の感想
を書きしるしたスタンダールは『赤と黒』第１部の第７章の名に「親和力」を
用いている。この名は心を引かれあい始めるレナール夫人とジュリアンを描く
この章にとってふさわしいばかりではない。『親和力』の物語の主軸をなすの
が男爵エードゥアルトとその妻シャルロッテの二人による田舎の領地での庭の
造営（イギリス式庭園，遊歩道）であることを知るならば，それはヴェルジー
でのレナール夫人とジュリアソの散歩道造りを予告準備するものである。もう
ひとつの庭は，ルソーの『新エロイーズ」（第４巻，１１書簡）に描かれるジュ
リーの監督の下に造られたエリゼの庭である。この庭を訪れ自由に散歩する特
権を得たジュリーの恋人サンープルーは，ジュリアソと同じように愛する人の
庭で無上の幸福に浸るのである。二人ともに家庭教師であり，二人ともに一人
は蝶，一人は植物と，博物学に興味を持つのは偶然であろうか。そうではない。
『親和力』の場とまったく同じように指標は意図的仁別の箇所にさりげなく置
かれているのであるが，ジュリアソはこのヴェルジーでまさに『新エロイーズ』
を読むのである。第24章でブザソソンのカフェの娘を前にした「ジュリアン
は，ヴェルジーで見つけた『新エロイーズ』の端本の文章を思い出そう｣u`)と
する。
ヴェルジーの庭はそれら二つの作品と作者の理想の自然風景とを混ぜあわせ
てできあがった空想の庭空間なのである。しかし，ここで重要なのは二つの庭
といわば類縁関係ではない，むしろそれらとヴェルジーの庭の相違点である。
『親和力』の造園はニドゥーアール夫妻の領地経営の一環であり，したがっ
てその庭は村の住民たちとの交流を拒否するものではない('7)。逆に『新エロイ
ーズ』の庭はスタロピンスキーが指摘するように自給自足世界のモデルであっ
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て，タト界とはまったく遮断された孤島の楽園である(１８)。それではヴェルジー
の庭はどうであろうか。開かれているか，閉じられているか。興味深い下りが
ある。「このときレナール氏は，抜け道を通って果樹園の一角を横切ろうとし
た百姓の小娘をやっつけようと，石を投げだした｡｣u,）このレナール氏は続い
て庭男と一緒になりこの抜け道を茨の束でふさぐことに熱中する。そしてこの
態度に庭の中にいる「いやしい百姓」のせがれのジュリアソは激しい反感を持
つ。すなわち，この庭は開かれても，閉じられてもいず，まさにそのことによ
って後段で論じる，内と外との対立のある様相を表現しているのである。
第４の庭：ブザソソソの神学校の庭
描写はないが，中央に泉と樹木があり全体が四つの部分に分けられた，神の
世界秩序を表す伝統的な修道院の中庭であろうと容易に想像される。この庭は
他の神学生の世界からのジュリアソの孤立と超越の象徴である。知識と自由高
潔な精神によってかれらと相入れぬジュリアソは「ほかの学生より一時間おく
れて，ひとり静かに食事」をし，「庭園の鍵がもらえたので，誰も人気のない
時にそこを散歩することができた｡｣(20）
第５の庭：パリのラ・モール侯爵邸の庭
ラ・モール侯爵令嬢，マチルドとの恋の主要舞台は邸の図書室と庭である。
邸は門と塀に続いて，中庭，そして建物があり，その背後に広い庭がひろが
る。この庭は，第35章で破局を伝えるためにジュリアソをストラスプールから
呼び寄せるマチルドの手紙に,「××街の×番地の庭の忍び戸の傍まで来て｣〔21）
ほしいと，通りの名まで指示しているところから考えて，恐らく表門のある通
りと反対側の裏通りまで統いていたのだろう。これは当時の貴族の家に多く見
られる配置である(22)。庭に面して－階にサロン，二階にマチルドの部屋，屋
根裏にジュリアソの部屋がある。物語はまるで庭を間にジュリアソの部屋とマ
チルドの部屋が向かいあっているような印象を与える。庭に関しては建物の壁
にそって花壇があり，さらに大きな菩提樹の並木が恐らく建物と平行にある。
その先の庭がどのような様子なのか描写はない。しかしこの庭が壁沿いに「外
国草花の花壇」を持ち，第一帝政時代以降の外国種の植物蒐集趣味に遅れをと
っていないところから，英国式であった可能性が高いと言えよう。１９世紀初頭
からはパリの貴族の館の庭は英国式に改造するのが流行だった(2m。また16章
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のエピグラフIよ「樹木は……百年以上あたっていた。そこには何か田園の情緒
が感じられるのだった｣(２４)と語る。ここから，ラ・モール侯爵邸の庭の様式の
実際はともかく，それがレナール夫人とジュリアンの愛の巣であったヴェルジ
ーの田舎の庭との対照の中に置かれているとは確実に言えるだろう。ヴェルジ
ーの村の庭先の「シャルル豪胆王」が植えたという巨大な菩提樹の下で初めて
レナール夫人の手を握ったジュリアソは，大きな菩提樹の並木の屋根に護られ
てマチルドに合図を送るのである。
さらに第６の庭として，プザソソンの獄舎の中庭をとりあげよう。
・レナール夫人を撃ち，捕らえられたジュリアンはヴェリニールからプザンソ
ソの牢獄に移送される。「彼は好遇され，ゴチック風の主塔のてつべんに入れ
られた｡｣(25)この最後の孤独の住まいから，ジュリアンは庭を通して，庭を枠
として，世界をながめる。「奥ぶかい庭のはずれの壁と壁のせまい隙間から，
すばらしい眺望をのぞくことができた｡｣(2`）地方都市のブルジョアの庭に始ま
り，公園（公共の散歩道)，田園の別荘の庭，神学校（修道院）の庭，パリの
大貴族の庭と展開されたジュリアンの世界，その到達点として現われたと解釈
しうろこの最も小さな監獄の庭は，何を語ろうとしているのか(2`)。
1Ｖ 
次には以上のような小説世界の庭の背後にある，１９世紀前半のフランスの現
実の庭の状況を一瞥しておこう。
１８世紀初頭にイギリスに始まったI凱然風景式庭園は，世紀中葉には早くもフ
ランスに導入され，1769年のルルソシィを皮きりに，数多くの英国式あるい
は英国・中国式と呼ばれる庭が造られ，既に1789年の大革命以前にこの英国式
が庭園の主流となっていた。さらに第一帝政下には，皇妃ジョセフィーヌの英
国風庭園趣味などの影響もあり，既存の整形庭園から英国式への改造の動きが
見られ，これが王政復古後なだれを切ったように行われるのである。イギリス
に亡命していた多くの貴族は帰国後，彼らの庭を英国風に造り変えた。亡命中
に身につけた英国趣味も大きいが，それだけではない。フランス式の整形庭園
を管理維持するには莫大な費用がかかる。したがって，革命前のような権勢を
誇るべくはない貴族らにとって，英国式庭園は経済面でも必然だったのであ
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る。しかも混乱の年月の間，打ち捨てられていた整形庭園l土自ずから自然状態
へと回帰してあいた。こうした状況に18世紀後半以来の自然の発見，ロマン派
的な田園嗜好などを併せ考えれば，1800年代前半のフランスにおける英国式自
然風景庭園の流行は理解される。
この様式の交代はわかりやすく，しかも劇的であるので，極めて重要に思え
る。確かにそれは大革命における旧体制の打破や近代産業資本主義世界の到来
と機を￣にし，深い関連の中にある。しかし，この様式の交代自体はさして重
要な意味をもつものではないのではないか。英国式の流行は思想趣味によると
ともに，経済的要因にも影響されているので，１９世紀前半の庭の実体はフラン
ス式と英国式の折衷，「妥協｣(27)であったし，1850年代のナポレオンⅢとオス
マンによるパリの大改造までは，新様式仁によるこれといった庭は作られるこ
とはなかった(28)．そして１９世紀後半にはもうフランス式整形庭園への回帰が
始まるのである。したがって，庭について世紀の変わり目に起こり，以後の有
り方に決定的影響を残した変化はなにかを考えて承よう。
それはル゛ダソテック夫妻が『フランスの庭の物語』で指摘する公と私の分
離である(2,)。旧体制下には公園，すなわち誰に対しても開かれた公の庭園と
いうものはなく，チュイルリー庭園やパレ・ロワイヤルの庭園など，王権の所
有する庭が，その好意によって，一部の民衆のためにほぼ恒常的に公開されて
いたのだった。王権の崩壊，民主主義制度の成立によってそれらの庭園は国家
や都市の所有となり，これによって初めて公園というものが誕生したのであ
る。この公園の誕生を，王の私的な庭が公的な庭になったことを意味すると解
釈してはいけない。なぜなら，其の公権力がなくなった時代，王権に「私」は
なく，したがって，一般的にも，公と私の明確な弁別はなされていなかったか
らである《so〕。すなわち，公園の誕生は公の誕生であり，同時にそれと表裏一
体の「私」の誕生も表現する。一方で公園が誕生すれば，他方，私的な庭が，
基本的に閉じられた個人の庭として存在を認知されるわけである。1820年の庭
の分類表には存在しない公の庭，私の庭という区別が，1879年の分類表にはパ
ルクとジャルダンに続く第二区分として現れている(31〕事実はこの間の経緯を
証明するものである。
このようにして誕生した公園や公共の散歩道の整備は第一帝政に始まり，１９
世紀中葉の第二帝政期に頂点を迎える。パリでは先にあげたチュイルリーやパ
レ･ロヮイヤルの他にロソシャン，シャソゼリゼ，リュクサンプール，モンソ
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－，バガテル等台が公園，散歩道として整えられ大衆を引き寄せた。これはも
ちろんパリに限られたことではなかった。『赤と黒』のプロローグ部に現われ
た，「極右党市長（すなわち，原則的に公益にはほとんど関心がない)｣(s2)レナ
ール氏の功績たる「忠誠散歩道」建設はそれが全国的な流行と言える動向であ
ったことを示している。
レナール氏の場合は公益にも自然の美にも関心がなかったのであるが，この
公園造営という為政者側の施策には，まず公共の福祉という目的があった。真
に目指すものについては不問に付すとして，それは表面的には，都市住民の肉
体的および精神的健康の維持，増進である。後に「緑の空間」と呼ばれるよう
になる公の庭はそのような社会的有用性において存在し,｢庭」が本来的に持つ
思想的，あるいは審美的，あるいは宗教的側面は切り捨てられるか，副次的地
位に押しやられたのであった(33)。
一方，フロベールが『プヴァールとペキュシェ』の中でその図像学的陳腐さ
をあますところなく描出した「私の庭」の流行は，あらゆる階層に－貴族から
ブルジョアを経て労働者階級まで－くまなく及んだ。その証拠のひとつが一般
むけの園芸書出版の急増である。また，専門雑誌も発刊され，新聞の園芸欄も
隆盛だった。誰もがそうした園芸書に従って自分の庭を造り，庭を管理したの
である。ブヴァールとペキュシェの参照したビニール・ポワタールの『造園家』
は1834年に刊行されたが，1852年までに６回も版を重ねたのであった。個人の
庭の普及浸透は園芸器具の進歩にもよるところが大きい。例えば1830年の芝刈
り機の発明である。芝刈りのために人を雇う必要はない，それは健康のために
もよい。かくして小奇麗な芝生を配した英国式とは言えない庭が好まれるよう
にもなる〔34)。
確かに流行によって私の庭はフロベールが戯画化したように空疎な形式に堕
していった。しかし，シャトープリアンが10年にわたって所有し，育て，慈し
んだパリの南の郊外にある「ヴァレ・オ・ルーの庭」に実現したもの，私の庭
の流行のまさに根底にある「庭」への期待，共通したその理想像に変わりはな
かったはずである。それは個人の魂の風景の現実化としての庭，１８世紀が発見
し，１９世紀が確立した自我の反映としての庭である。その時代，そして恐らく
は今も，人が私の庭と考える時，それは他でもなく私個人の心に写った世界像
の実現なのである。その所有し，支配できる具現は，まだ誕生して間もなかっ
た個人を，自我を享受する極めて有効な方法であったに違いない。
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１９世紀の庭の歴史が語られる時,それは常に公の庭についてである。そして，
19世紀にはオスマンのパリ改造の一環としてのいくつかの公園と，旧体制下の
整形式庭園の復旧の他に見るものはない，と言われるのが通例である。庭は富
と権力の集中の現われであり,大衆の時代にはその名に値するものは生まれず，
庭の歴史は終わったに等しい。そうであろうか。その囲い込みと排除〔s`)とい
う形態の象を見ず，人間にとって庭とは何か，という観点に立てば，１９世紀の
公私の分離と共に起こった私の庭の急速な普及は極めて重要な庭の歴史の一ペ
ージなのではないか。社会の歴史の表側には立たず，公の庭のように記念物と
して事件を構成し，長く保存されることもない私の庭の研究は難事であろう。
木小論は小説という鏡を通してその研究の一端をなそうとするものである。
Ｖ 
次に以上のような時代の状況を踏まえたうえで，第３章で庭園案内的に外貌
の承を紹介した『赤と黒』の第１，第３，第５の庭の小説世界における機能，
その意味作用を考察しよう。
第１の庭：このレナール邸の庭は物語の冒頭の章に現われる。第１章の役割
はなにか。物語の世界を設定し，これを始動させる。ヴニリエールの町が紹介
される。スターターは何か。それがほかならぬ第１の庭である。ブルジョアの
庭がドゥー川に向かって拡張され，下層階級のジュリアンの父，ソレルの製版
小屋に接触する。庭によってレナール夫妻とジュリアンの世界が繋がるのであ
る。こうして物語は始動する。
しかし，ふたつの世界は接触はしても，繭なりあいはしない。権勢を誇示す
るためのレナール氏の手になるこの庭は『忠誠散歩道』と同様に半・公的な存
在であり，レナール邸の世界の外部と言えよう。それはジュリアンの世界との
間に懸けられた橋である。したがってこの庭には彼の他に登場人物はなく，通
路としての役割しか持たないので，石垣のテラスと邸と川をつなぐ急流以外な
にも描写されはしない。
小説の冒頭で上方から庭によって下りてきたブルジョア世界に，吸い上げら
れるように入り込んだジュリアソは，第１部の終わり，やはりこの庭つたいに
レナール夫人の部屋に忍び込む。そして翌晩，銃弾に追われつつ「ドゥー川寄
りの庭の低糸をめがけていちあくさんに｣〔3`〕駆け下り，レナール氏の世界に別
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れを告げる。ふたつの世界の上下関係を明示しながらも，それらを媒介するの
がこの庭の機能なので，それ以外の出来事の場面になることもない。物語の終
わりでフリレール師がレナール家の庭に隠れた方が夫人を撃つのにはよかった
のに，と問うが，その答えはここにあるのである(37)。
第３の庭：第８章，ジュリアソとの結婚を望む小間使いエリザヘの嫉妬心か
らレナール夫人がジュリアンヘの恋を自覚するやいなや，物語は唐突に章を改
めることもなく，ヴヱルジー村に舞台を移す。すなわち，自覚の切っ掛けとな
った事件と舞台の転換の間の時間的関係は無視され(３８)，そこではふたりの間
の恋愛感情発展の段階の論理の象が働いている。庭によって接近し，接触した
ふたつの世界の間に生まれた恋は，論理的必然として新しい庭で成就されねば
ならないのである。
「スタンダールの庭」という論題と見ただけで，スタンダールの読者のほと
んどはヴェルジーの別荘の庭を思い出したに違いない。ヴェルジーの庭の菩提
樹の下でジュリアソがレナール夫人の手を握る場面はあまりにも有名である。
しかし，この出来事自体は，ジュリアソという人間を論じるには大切であろう
が，『赤と黒』の庭の考察にとっては二次的な事象でしかない。なぜなら，庭
が恋愛，しばしば不倫の愛の共犯者となることは，この時代の文学においては
ありふれたことだからである(39)。前章で述べたように「私」が確立されて浅
い社会ではプライバシーを守る家屋榊造，生活様式はまだ未発達であったの
で，秘密の会合，会話に，庭は自然に使用されていたわけである(`o)。
ヴェルジーの場面で重要なのはすでに述べたように，この庭をルソーの『新
エロイーズ』とゲーテの『親和力』の庭の系譜に履く，愛しあう者たちによる
楽園の造営のテーマである。ヴェルジーに到蒜した彼らは，春を迎えた鳥のよ
うにまず愛の巣づくりに取りかかる。
「翌々日レナール氏が，役場の用事でⅢJに帰ると，レナール夫人はさっそく
費用自弁で人夫を雇った。ジュリアソが，果樹園とクルミの木の下をめぐる砂
利びきの小道をつくったら，子供たちはiliIIから靴を露にぬらさずに，散歩でき
るだろうといったからである。……夫人はジュリアンといっしょに，人夫を指
揮して終日愉快にすごした。ヴェリエール町長は町から帰ってみると，小道が
ちゃんと出来上っているので仰天した。ところが一方レナール夫人も，彼が帰
ってきたのを見て大変驚かされた－彼女は夫の存在なんかすっかり忘れてい
たのである｡｣(４１）
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理由は子供のためであるが，この庭の整備が彼ら二人の世界の建設であるこ
とは疑うべくもない。ふたりの世界は重なり，その重複部分はブルジョアと下
層民という身分地位の違いが消滅し，彼らの愛が成就する理想郷となる。それ
はヴェルジーの村の一部ではない。スイスやイタリアという外国の風景に囲ま
れたこの空間は，庭の魔術が作り出す他所である。最終章，死刑を待つジュリ
アンはヴェルジーの庭を｣こまるべきであった失われた楽園として思い出すだろ
う。
注目すべきことは，ルソーやゲーテとの比較が明確にしたようにこの理想郷
たる庭が，閉じられても，開かれてもいないという点である。空間はふたりの
上に閉じようとするが，果樹園を横切ろうとする百姓娘のエピソードが示すよ
う，ジュリアンの出自の世界一下層の世界と，それに石を投げるレナール氏の
ブルジョア世界の両者を意識から切り捨てることが許されない。この楽園一庭
はふたつの世界の重複部分であり，しかもそのふたつの世界との対立という関
係において存在しているのである。このことは突き詰めればジュリアンの世界
とレナール夫人の世界との対立の意識の持続があるということである。閉じら
れた楽園に，あるいは領主のユートピア的領地経営に階級の対立を忘れるので
はない。対立の意識が重複を生朶，理想郷としての庭を，しかし束の間のもの
として現出させるのである。この意識こそが『赤と黒』の世界を存在させるエ
ネルギーの源なのであるから。
第５の庭：ラ・モール侯爵邸の庭についてもほぼ同様のパターンがまず認め
られる。対立し，庭で接触するのは貴族世界と平民世界である。前例ではレナ
ール夫人の心があるレベルまで達した時点でヴェルジーの庭が現われ，愛の成
就の舞台となった。ここでも邸に到狩した第２章から第９章まで庭と問題には
ならない(４２)。サロソや図書室での接触の中でマチルド嬢のジュリアソヘの関
心がある程度高まった所で，唐突に二人の庭の散歩が語られ始め<`3)，ジュリ
アソの旅立ちの話をきっかけにマチルドが恋をうちあけるや，庭は最も重要な
舞台となる。彼はよろこびのあまり「庭へおりずにはいられず」「夢中になっ
て，あてどもなく庭の中をさまよい歩き｣，「庭をつかって」手紙を渡し，庭か
らマチルドの部屋に入り,彼女は「図書室でまったく自由に話すことができる」
が，ジュリアンを庭に連れだし会話をすることを無上のたのしふにするｗ)。
菩提樹を媒介とするヴェルジーの庭とこの庭の類似については既に指摘した。
次にこれらの庭の相違点に着目しよう。ジュリアンはヴェルジーの庭で「王
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者」のように感じはしたが，その庭がふたつの世界の重なりの中にできた楽園
であることを認識はしていなかった。百姓の小娘への投石のエピソードが明ら
かにしたのは，そのことに対するいわば物語の意識であり，主人公の意識では
ない。これに対し，ラ・モール邸の庭ははっきりとジュリアン，マチルドの両
者によって，貴族の娘と平民の下僕の恋の象徴的空間として意識される。ふた
りの関係は極端に愛と嫌悪の間で揺れるのであるが，それが悪化した場合に殊
に，彼らは庭の意味を感じとらずにはいられない。いくつか例をあげよう。
「彼はマチルドが長い間庭を散歩しているのを見た。やっと彼女が行ってしま
うと，彼はすぐ庭へおりて…｣，「マチルドは庭に反感をもっていた。少なくと
もこの上なく不愉快に感ぜられた゜ジュリアンの思い出に結びついていたから
である｣。マチルドにわざと冷たくするジュリアンは「あくまでサロンにとど
まっていて，庭の方を見向こうとさえしないのだ。しかしこの時のジュリアン
の苦しさはどんなだったろう！（すぐにわけを聞いた方がよい）とう．モール
嬢は思った。ひとりで庭に出て糸たが，ジュリアンは姿を見せない｡｣(４５〕
庭が特殊な空間として意識されるということは，ふたりが庭を挟んで対時す
る形で存在していることを示す。第３章で述べたように庭とジュリアンの部屋
とマチルドの部屋がどのような位置関係にあるのか明確ではないが，物語があ
たかもふたりの部屋の間に庭があるような印象を与えるのはそれゆえである。
庭は野心に満ちた下層の青年と高`慢な貴族の令嬢とが愛を語り合う楽園の様相
とともに，二人が心を奪いあう「戦闘」のために赴く戦場という側面も呈する
ことに注目しなければならないのである。比較を容易にするためあえて粗雑な
図式化をすれば，すなわち，このラ・モール邸の庭はヴェルジーの庭のように
ふたつの世界が重なり合い，おのずから差が消滅する楽園ではなく，身分階級
の差の強い意識そのものによってその差を乗り越えようとする者が入ってい
くプ貴族と平民の世界の間にある中間地帯である。
ＶⅡ 
『赤と黒』の主要な庭は，求心的なひとつの空間を生み出すことを目的とし
て存在するものではないのである。家があり，その回りに庭があって，閉鎖し
た自足的な楽園空間を作るのでも，庭を取り巻く外の世界を，例えば英国式庭
園の一種のように境界を意識させないように取り込糸享受するのでもない。そ
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れはある世界が別の世界に向かってllNいていく外部として存在しているのであ
る。それはひとつの世界空間を想定するものではなく，複数の世界の存在を前
提としている。庭という外部を媒介として,ふたつの世界が接触し，重なり,対
立し，融合する。三つの主要な庭はこれらの諸相を提示しつつ，主人公と，そ
して読者をこのような世界の構造と庭の機能の認識へと導いていくのである。
さらにまた，ドゥー川の岸辺と上方と，上下関係にあったジュリアンの世界
とレナール氏の世界が，庭によって繋がることにより物語は開始したが，以
後，庭における接触や亜複は，ふたつの世界の上下ではなく，同じ平面上にお
ける存在を自然と感じさせる。『赤と蝶』の世界のモデルは縦ではなく，横型
なのである。
世界の縦横に関して，イーフー・トゥアソは，ヨーロッパでは1500年から
1700年の間に，垂直的な階層化されたコスモスという中世的な概念が徐点に廃
れ，世界観の軸は垂直から水平に変換した，と言う。この傾向は庭においては
特権的な眺望の強調や遠近法の幾何学の普及となって現れた。そして，その最
もぜいたくな表現がベルサイユ宮殿の庭に代表されるフランス式整形庭園であ
った(』`)。ここで忘れてならないのは，１７，１８世紀のフランス式整形庭園を支
える世界構造は縦型，垂直的であったという点である。すなわち，世界の見方
は近代化していたが，社会の柵造は変わり切ってはいたかった。したがって，
水平の広がりを強調するベルサイユやそれを模範とする庭は，神に始まり，王
侯，貴族，僧侶，平民その他と垂直に階圃化した円錐形世界が，横倒しされた
頂点部分なのである。庭はひとつの縦型の世界を象徴し，水平への無限の広が
りの印象効果は，多様性ではなく，普通性の支配を表現しているのである。こ
れに対し『赤と黒』が描出する19世紀前半の近代社会では，世界観の軸と櫓造
の軸とが水平において一致したことになっている。この時，垂直的階層を形成
していた諸世界は，理想的には同一平面に横並びになる。『赤と黒』の主人公
を身分への反抗に向かわせる力は，固定した階屑社会を，出自を捨てても上昇
しようという単純な立身の欲望ではなく，この横並びになったはずの社会構造
の主張であった。そして，その世界をモデルとした『赤と黒」の庭はその成立
と機能を通して，まさしくこうした世界の象徴しているのである。
ＶⅡ 
我念は『赤と黒』の庭を常にその機能，象徴的意味においてとらえ，描写，
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分析してきた。実際には第１の庭も第３の庭もレナール氏の世界の一部であ
り，第５の庭はラ・モール邸内にある。ふたつの世界の重複や，狭間にできる
庭など存在しえない。では，『赤と黒』が象徴する社会構造に対応する現実の
庭の形態は，いかなるものとして存在しうるのであろうか。それは本論第４章
で述べた「私」の庭である。個狗人の（あるいは集団の）世界像の現実化，魂
の風景，感性や思想の表現としての私の庭の誕生が，庭園の歴史としては，世
界軸の名実共の垂直から水平への変換に対応するのである(４７〕･月並象や幻想
に陥るのがせいぜいであるとしても，１９世紀より個はそれぞれの世界を追求
し，それを庭として表現する権利と可能性を得たのであった。
この私の庭に当たる庭は『赤と黒』にはないのだろうか。ヴェルジーの庭は
レナール氏の庭の中に一時的に生じたものであるが，一応，ジュリアンとレナ
ール夫人のふたりの私的な庭の様相も呈すると言えよう。しかし，この点でわ
れわれの注意を引き付けるのは，これまでは言及することがなかった，第４の
庭と第６の庭，すなわち，プザソソソの神学校と監獄の庭である。前者は第１
部の終わり，後者は第２部の，すなわち，小説の終わりに登場する。
神学校で復習教師に昇進したジュリアソは庭の鍵をもらい，ひとりで庭を散
歩する特権を得る。俗悪な神学生や僧侶の世界に反発する彼は，ふずから鍵を
あけて庭に閉じ龍もるのである。この第４の庭は彼一人の空間であるが，彼の
世界の表現ではない。それは避難場所に過ぎない。なぜなら，彼はいまだ，彼
が背を向けた世界を支配する視線を得てはいないからである。これに対し，第
６の庭は他者によって閉じ込められた独房から見える獄舎の庭である。彼はそ
こを散歩することはできない，しかし，庭の向こうには借景のようにすばらし
い眺望がひろがり，ジュリアソの目を楽しませる。神学校でも彼は最上層の部
屋を与えられ，そこからは美しい景色がみわたせたが，庭となんの関係もな
く，また彼がそれを楽しむこともなかった(ｲ8〕。ここではジュリアンと庭と景
色が一直線に連なる。ジュリアソの心があり，庭の枠組柔，窓枠があり，そこ
に美しい外界が見てとられる。閉じ込められた彼がここでは外界に眼を向け，
それを享受している。神学校では世界に反抗していただけであった。今は何故
反抗したかを知っている。それは，存在する世界がどのようなものであり，自
分はどんな世界を夢見て，どのような行動をしてきたか，を知っているという
ことである。ジュリアソは小説の最後で，極小の庭の枠の中に収縮された世界
にそれを見ているのである。そこに「他者」は居ず，彼は「人生を楽しむ｡｣(`,
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この庭こそ，ジュリアンの「私」の庭であり，そしてスタンダールの庭，す
なわち，小説という庭である。
＜使用テクスト＞
STENDHAL,RomansetNouveI1es，Ｉ,PI6iade,１９５２〔ＳＴＥＮＤＨＡＬと略〕，訳文
は桑原，生島訳（岩波）を参照した。
＜注＞
（１）ＳＴＥＮＤＨＡＬ，ｐ２４１． 
（２）第二部冒頭でパリに薪いたジュリアンはまず股初にマルメゾソを訪れるが，こ
こでも庭が，しかもそれだけが話題となる。
（３）庭，庭園，公園，中庭，遊歩道，散歩路など，すべてまとめてここでは「庭」
と呼ぶ。『赤と黒』の場合，jardin，parc，cour，promenadeがこの「庭」に対
応する。
（４）この場合の承比較を容易にするためにjardin限った。使用したのは，'Disco‐
ｔｅｘｔｌ，TextesLitt6rairesFran9aisl827-1923,,,Hachette． 
（５）Discotextの使用テキストは複数で比較ができないため，すべてPl6iade版で
のページ数に換算した。
（６）例えば1830年の『ゴリオ爺さん』の場合，jardinの頻度は『赤と黒』の六分の
一であり，またすべて物語の展開と無関係と糸なすことが出来る。
（７）ＳＴＥＮＤＨＡＬ，ｐ２２１． 
（８）ｉbid，ｐ、４２０．
（９）ｉbid.，ｐ、223．
(10）ｉbid． 
(11）ＳＴＥＮＤＨＡＬ，ｐ、224．
(12）ｉbid.，ｐ263． 
(13）ディジョンの近くに実在するが，災は作者の空想による理想の田園風景であ
る。
(14）ＳＴＥＮＤＨＡＬ，ｐ262． 
(15）ｉbid.，ｐ、264．
(16）ｉbid.，ｐ372． 
(17）例えば離れ家の棟上げの祝宴には村人たちも招待される。（1.14,15）
(18）JeanStarobinski，ルロルJac9“sRo20ssealcfl2jrα"S'”e"Ｃｅｅ／ノ'０６s'＠．
CJC，Gallimard，1971,ｐ･l30sq． 
(19）ＳＴＥＮＤＨＡＬ．ｐ、270．
(20）ｉbid.，ｐ403． 
(21）ｉbid.，ｐ、642．
(22）Marie-BIanched'Arneville，Ｐ”ｃｓｅ【〃rdi"SSO"ｓ比Ｐγe””Ｅ加ｐｉｒｅ，
Tallandier，1981,ｐ、223．
(23）ｉbid.，pp206-207． 
(24）ＳTENDAHL,ｐ､５８８， 
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(25）ｉbid.，ｐ650． (26）その他に既にあげたマルメゾソの庭の他，パリのレス邸の１１１膳，また16章のエ
ピグヲプにも庭が登場する。(27）GeorgesGromort，Ｌ，”ｔｄｅｓノczγdi"s，ＣＨ・Massin，ｐ、361．(28）新様式の代表例は革命前に集中し，１９世紀前半は既存の大庭園の改造がほとんどである。Ｃｆ･JurgisBaltrusaitis，Ａｂ”ずaJiojzs，OlivierPerrin，1957,ｐ、
223． (29）DeniseetJean-PierreLeDantec，ＬｃγoPjca〃ｄｅｓノαγ`i"ｓｄＢＦγα"Ce,
Plon，1985,ｐ、２２２，ｐｌ８５ｓｑ．(30）イーフー．トゥアソ，『個人空間の誕生』，阿部一訳，せりか書房，１９９３，１０２
ページ，その他。Gromort，ｏｐ、Cit.，Ｐ368．(31）VirgilioVercelloni，ＡｊＪａＳｈｉＳ』oγj“ｅ‘Ｃｓノ”｡i"Ｓｃ”oP6e"S，Hatier，
1991,図版166,167．
(32）LeDantec，ｏｐ、Cit.，ｐ186．(33）既にナポレオン－世の時代より，庭は都市計画の一環として扱われていた。
MarieB1anched'ArneviUe，ｏｐ・Cit.，ｐ、７２．(34）MauriceFleurent，Ｌｅ碗｡"ｄｃｓｅｃｒｅｌｄｅｓノ”｡i"s，Flammarion，1987,
ｐ、123．(35）大室幹雄，「庭園に鮪ける政治的なもの｣，ｍｌｓ，vol，２６，１９８４，ｐｐ、24-27．
(36）ＳＴＥＮＤＨＡＬ・ｐ４３Ｌ
(37）ｉbid.，ｐ、661．(38）第７章「親和力」は８月下旬の話であることが，聖ルイのロ（８月25日）という言葉からわかる。しかし，第８章の前半で語られるエリザ事件が，ヴニルジー行きの４月５月に近いことなのか，それとも前年の秋のことなのか全く判断で
きない。
(39）DeniseetJean-PierreLeDantec，ｏｐｃｉｔ.，ｐ、186．〔40）トゥアソ，前掲書，241ページ。イギリス，チューター時代の例であるが，１９
世紀初めのフラソスにもまだ適応されうるであろう。
(41）ＳＴＥＮＤＨＡＬ・pp262-263．(42）第２章から第９章まででヲ・モール邸の庭が触れられるのは，第２章のジュリ
アンの部屋が庭に面しているという下りのみである。
(43）ＳＴＥＮＤＨＡＬ.，p505sp． 
〔44）ｉbid.，ｐ、５２５，ｐ、５３１，ｐ533．
(45）ｉbid.，ｐ５５７，ｐ、５６３，ｐ、600．(46）イーフー・トウアソ，『トポフイリア』，小野有五，阿部一訳，せりか書房，
1992，第10章参照。
(47）同時に分離した公の庭，公園は垂直的世界軸を示す。公園の持つフランス式整
形庭園との類縁関係は，イギリス式庭園の本質の議論を伴って，あらためて論じ
るべき重要問題である。
(48）ＳＴＥＮＤＨＡＬ.，ｐ382． 
（49）ｉbid.，ｐ、６６７．
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